














Some proposals for Japanese education as a heritage language 




















                                                                 
1 本稿では、日系人を海外日系人協会（2017）の定義「日本から海外に本拠地を移し、永住の目的を持っ
て生活されている日本人並びにその子孫の二世、三世、四世等で国籍、混血は問わない」に倣う。 
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１．はじめに 
 1897 年ラテンアメリカ初の日本人移民団である 36 人3の「榎本植民団」が南部















                                                                 









ルイス・ポトシ州」「サカテカス州」の 6 州を指す。 
8 平成 29 年度外務省の統計による。 
9 「グアダラハラ都市圏」とは「グアダラハラ市」「サポパン市」「サン・ペドロ・トラケパケ市」
「トナラ市」「エル・サルト市」「トラホムルコ・デ・スニガ市」「イストラワカン・デ・ロス・メ



















で、調査票による 20 の質問から得られた 434 人の回答を分析している。その結
果、三世の日本語能力の大幅な低下を指摘し、特に「漢字の書き取り」はゼロに






                                                                 
10 CEJA からは仲宗根貴子氏、AMJ からは Katsumi Yamaguchi 氏、Toshiro Shigematsu 氏が参加。筆者
は、協定校である神田外語大学から 2017 年 4 月に客員講師として同地に赴任、CEJA の一員として同
プロジェクトに参加 
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 調査対象者は、116 世帯 341 人であった。このうち、有効回答者数は 310 であ
るが、日本からの直接移民であり、日本語母語話者である新一世および非日系で
ある配偶者を除く216人を本研究の分析対象とする。 
 各世代別の平均年齢12を見ると、旧二世 76 歳、旧三世 47 歳、旧四世 19 歳、旧









                                                                 
12 2018 年現在の満年齢である。 
13 法務省（2011） 
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表１ 調査対象者の属性 






配偶者 不明 総数 
総数 回答 28 62 64 1 33 44 15 2 61 31 341
（人）             
性別 男性 14 30 33 0 16 24 8 2 23 14 164
（人） 女性 14 32 31 1 17 20 7 0 38 17 177
国籍 日本     32 3    3 38 
（人） 日墨 1     30     31 
 墨国 27 62 64 1  8 13 2 58 28 263
 他国      1   1  2 
 不明     1 2 2  2  7 
生年 最少 1967 2007 2017 2010 1989 2018 2016 2004 1990    
（人） 最大 1928 1957 1940 2010 1934 1933 1951 1983 1941   
 平均 1942 1971 1999 2010 1960 1992 1981 1993 1967   
 不明  1 6    1 3 7   
学歴 なし 4% 2% 6% 0% 0% 11% 13% 0% 0%   
 就学前 0% 2% 17% 100% 0% 20% 7% 0% 0%   
 義務教育 29% 6% 28% 0% 0% 7% 40% 0% 10%   
 高卒 7% 5% 34% 0% 18% 25% 13% 50% 11%   
 師範・専門 18% 6% 2% 0% 9% 5% 0% 0% 8%   
 大卒以上 43% 79% 13% 0% 73% 32% 27% 50% 69%   
 不明 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2%   
                                                                 
14 最新の世代として旧五世 2 名が確認されたが、有効回答 1 名の為、参考程度とする。 






 まず、日本語の知識についての調査結果を世代別に図 1 に示す。 















字（母語レベル）」「なし」から回答を得た。結果を図 2 に示す。 
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 そこで、上述の 6 つのレベルを「平仮名と片仮名と漢字（基礎）」以上は「熟
達者」、「平仮名と漢字（基礎）」以下は「非熟達者」として、2 つのカテゴリー
に分け、集計を行った結果を表 2 に示す。 
 
表２ 世代別書く能力における熟達者と非熟達者の割合 
 旧二世 旧三世 旧四世 新二世 新三世 
非熟達者数 16 33 17 19 5 
































 旧二世 旧三世 旧四世 新二世 新三世 
非熟達者数 18 33 17 19 5 





















て集計した結果を表 4 に示す。 
 
表４ 世代別口頭能力における熟達者と非熟達者の割合 
 旧二世 旧三世 旧四世 新二世 新三世 
非熟達者数 12 34 25 15 9 































































ということであろうか。「仕事」という回答は、どの世代も 1 割に満たなかった。 
 一方、戦後に移住してきた新世代では、比較的回答が分かれ、新二世では「家
族とのコミュニケーション」「アイデンティティ」の順で多く、「個人的関心」

















子弟を対象とした日本語教育機関は、Nihongo Gako Guadalajara、Asociación 
Japonesa、Asociación México Japonesa、 Instituto Mexicano Japonés、 Instituto de 











                                                                 
16 家族以外からの個人指導も含める。 
17 平日 2 時間、週10時間程度の授業を実施している。 
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 教育機関 個人教授 計 
熟達者数 40 1 41 









                                                                 
19 鈴木（2018） 
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（2019年 9 月16日参照） 
外務省統計（2018）「海外在留邦人数調査統計」 
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資料：アンケート調査票（日本語版） 
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